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一般演題（口演） | 看護教育

看護教育6
座長：藤井 徹也（豊橋創造大学）
2023年12月9日(土) 15:20 〜 16:20  第8会場 (海峡メッセ下関9F 海峡ホール)

看護専門学校３年課程における教員の臨床看護師から新人看護教員への移行プ
ロセス
○岡崎 康美1、中原 るり子2、山住 康恵2、櫻井 美奈2、松本 里加2 （1. 江戸川看護専門学校, 2. 共
立女子大学）
看護系大学教員を対象とした課題解決型オンライン研修の効果 
～看護系大学教員としての能力の変化より～ 
○飯野 理恵1、髙木 夏恵1、池崎 澄江1、和住 淑子1、黒田 久美子1、斉藤 しのぶ1、錢 淑君1、仲井 あ
や1、眞嶋 朋子1、中山 登志子1 （1. 千葉大学大学院看護学研究院附属　看護実践・教育・研究共創セ
ンター）
臨床で行われる看護研究に対する組織的支援体制に関する研究 
○高木 里佳1、平田 明美2、渡辺 真弓2 （1. 横須賀共済病院, 2. 関東学院大学）
看護師養成課程の微生物・感染症学教育の改善 - COVID-19パンデミック禍の中
で - 
○神崎 秀嗣1 （1. 秀明大学看護学部）
医療職者の感染予防行動の実態調査 
○飛世 真理子1、齊藤 可紗1、西尾 淳子1、Amos Nyamadzawo1、斉藤 しのぶ1 （1. 千葉大学大学院看護
学研究院）
教育活動への「看護大学生の臨地実習指導者に対する援助要請の意思決定尺
度」の有用性の検証 
○五十嵐 貴大1、荒木田 美香子2、佐藤 みつ子3、斎藤 照代4 （1. 日本保健医療大学, 2. 川崎市立看
護大学, 3. 了德寺大学, 4. 国際医療福祉大学）
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(2023年12月9日(土) 15:20 〜 16:20  第8会場)

教育活動への「看護大学生の臨地実習指導者に対する援助要請の意
思決定尺度」の有用性の検証

○五十嵐 貴大1、荒木田 美香子2、佐藤 みつ子3、斎藤 照代4 （1. 日本保健医療大学, 2. 川崎市立看護大学, 3.
了德寺大学, 4. 国際医療福祉大学）

【目的】実習前に「看護大学生の臨地実習指導者に対する援助要請の意思決定尺度」（以下，援助要請尺度）を
使用することで，学生が自身の実習での援助要請に関する行動の変化や振り返りを行うことにつながるという仮
説に基づき，援助要請尺度活用の有用性を検討した． 【方法】援助要請尺度は第1因子「非要請コストの自
覚」と第2因子「被援助利益の自覚」から構成されており，看護大学生の臨地実習指導者に対する援助要請の意思
決定のしやすさを測定する尺度で信頼性と妥当性が確保されている．各4質問項目，計8質問項目のリッカート法
5件法である．本研究は便宜的抽出法に基づいて抽出した看護系大学2校に所属する成人看護学実習，老年看護学
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実習に参加する3年次生15名を研究協力者とし，実習開始前と実習終了後に質問紙調査（対象者の属性，援助要請
尺度）と半構造化面接を実施した．データ収集期間は，2021年10月から2022年9月であった．本尺度結果は，記述
統計値を算出し，実習開始前と実習終了後で比較検討した．半構造化面接により収集したデータは逐語録に
し，カテゴリ化をした後，ブルームの教育目標分類に基づき，【自己の援助要請の傾向の改善の必要性を表現す
る】【自己の援助要請の傾向の改善に向け意欲を示す】【自己の援助要請の傾向の改善の重要性を強調す
る】【自己の援助要請の傾向を振り返る】【援助要請する上で出来ていることや改善点を具体的に述べる】【測
定結果を活用して自己の援助要請の方略を述べる】の6カテゴリに分類した． 【倫理的配慮】所属機関の承認を
得た． 【結果】援助要請尺度の合計平均値は第1因子が16.1（実習前）：（12～20），17.3（実習
後）：（9～20），第2因子が15.2（実習前）：（10～19），17（実習後）：（9～20）と実習後に上昇してい
た．半構造化面接の逐語録データを質的帰納的に分析した結果，実習前133コード，実習後117コードが抽出さ
れ，6カテゴリに分類した．実習前後で各カテゴリのコード内容，数を比較したところ，実習前では，【自己の援
助要請の傾向の改善に向け意欲を示す】が情意領域の「反応」レベル，【援助要請する上で出来ていることや改
善点を具体的に述べる】が認知領域の「理解」レベル，実習後では，【測定結果を活用して自己の援助要請の方
略を述べる】が認知領域の「応用」レベルに分類できるものが多かった． 【考察・結論】 援助要請尺度を実習
開始前から活用し，面接を行ったことで，実習指導者への援助要請への学生の意識付けとなったと考えられ，非
要請コストと被援助利益の自覚が高まり，援助要請の意思決定がしやすくなったと推察される．また，実習前に
援助要請尺度の活用することは，看護大学生の臨地実習指導者に対する援助要請意思決定の促進に一定の効果を
もたらす可能性があると言える．




